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月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

10

25

27

で
、
愛
媛
県
今
治
市
、
香
川
県
丸
亀

市
、
高
知
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
学
校
給
食
」
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
今
治
市

は
人
口
約　

万
１
千
人
、
面
積
４
１

17

９
・　

平
方
キ
ロ
。

85

　

日
本
一
の
学
校
給
食
を
目
指
し
、

地
産
地
消
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に
米
に
つ
い

て
は
、
学
校
給
食
会
の
あ
っ
せ
ん
で

直
接
地
元
の
Ｊ
Ａ
が
つ
き
た
て
を
配

達
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
ご
飯
が
お
い
し
い
と

好
評
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。な
お
、

学
校
給
食
用
米
と
地
元
産
減
農
薬
米

と
の
価
格
の
差
額
は
市
が
全
額
補
助

し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
育
に
つ
い
て
平
成　

年
20

度
と　

年
度
に
文
科
省
の
委
託
を
受

21

け
て
の
、
子
ど
も
の
健
康
を
育
む
総

合
食
育
推
進
事
業
の
報
告
が
市
立
桜

井
小
学
校
か
ら
あ
り
、
手
づ
く
り
弁

当
の
日
を
設
け
る
等
、
子
ど
も
た
ち

の
食
育
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
」に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

丸
亀
市
は
人
口
約　

万
１
千
人
、
面

11

積
１
１
１
・
８
平
方
キ
ロ
。

　

丸
亀
市
の
４
つ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
内
２
か
所
で
は
、
行
政
と
民

間
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
民
間

活
力
の
導
入
を
進
め
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的

に
調
理
業
務
の
民
間
委
託
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
民
間
活
力
の
活
用
は
、

単
に
市
財
政
の
経
費
削
減
の
た
め
で

な
く
、
学
校
給
食
が
担
う
役
割
や
目

的
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
手
段
で

あ
る
と
い
う
学
校
給
食
業
務
等
民
間

活
力
検
討
委
員
か
ら
の
答
申
に
基
づ

く
も
の
で
、
効
果
は
飯
山
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
場
合
で
、
調
理
員
が
５

名
増
え
て
人
件
費
は
約
１
千
万
円
減

と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
小
郡
市
の
学
校
給
食
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
判
断
材
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計

画
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
高
知
市
は
人
口
約　
34

万
人
、面
積
3
0
9
・　

平
方
キ
ロ
。

22

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
と
は
、
市
全

体
を
地
域
の
視
点
で
区
分
し
、
そ
こ

に
住
む
住
民
の
参
加
と
創
造
に
よ
る
、

快
適
で
安
全
な
心
に
触
れ
合
う
地
域

社
会
の
形
成
を
目
指
し
策
定
す
る
計

画
で
、
平
成
５
年
か
ら
小
学
校
区
ご

と
に
様
々
な
世
代
、
立
場
の
人
が
参

加
し
計
画
策
定
市
民
会
議
が
結
成
さ

れ
、
校
区
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
計

画
が
市
長
へ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
計
画
を
実
践
す
る
地
域

組
織
と
し
て
計
画
推
進
市
民
会
議
が

結
成
さ
れ
、
地
域
の
活
動
と
し
て
防

災
活
動
、
環
境
美
化
活
動
、
史
跡
・

歴
史
へ
の
取
り
組
み
、
お
祭
り
や
花

い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

計
画
を
も
と
に
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
、
考
え
方
を
議
論
す
る
う

え
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

10

26

28

で
、兵
庫
県
尼
崎
市
、大
阪
府
高
槻
市
、

京
都
府
城
陽
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
尼

崎
戦
略
事
業
」
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
人
口
約　

万
２
千
人
、

46

面
積　

・　

平
方
キ
ロ
。

49

97

　

尼
崎
市
で
は
、
平
均
寿
命
が
県
内

　

位
、　

歳
未
満
の
死
亡
率
が
男
性

43

65

１
位
、
女
性
４
位
と
い
う
状
況
に

あ
っ
た
た
め
、
平
成　

年
か
ら
「
ヘ

18

ル
ス
ア
ッ
プ
尼
崎
戦
略
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

健
診
受
診
率
向
上
対
策
を
繰
り
返
し
、

集
団
健
診
受
診
者
に
直
接
対
面
で
保

健
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
健
診

デ
ー
タ
、
レ
セ
プ
ト
の
分
析
を
行
い
、

対
象
者
と
疾
患
を
絞
り
込
ん
で
重
症

化
を
予
防
す
る
事
業
で
す
。
こ
の
事

業
の
実
施
に
よ
り
、高
血
圧
重
症
者
、

糖
尿
病
重
症
者
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
で
の
入
院

や
新
規
人
工
透
析
が
減
少
し
た
こ
と

が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
健
診
デ
ー
タ
、
レ
セ
プ
ト
の

分
析
を
徹
底
し
て
行
い
、
市
民
の
疾

病
、
診
療
内
容
を
正
確
に
把
握
し
、

対
策
に
活
用
す
る
仕
組
み
は
大
変
参

考
と
す
べ
き
も
の
で
し
た
。

　

�
�
�
で
は
「
障
害
者
の
た
め
の

施
策
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
人
口
約　

万
９
千
人
、
面
積
１

35

０
５
・　

平
方
キ
ロ
。

31

　

高
槻
市
で
は
、
障
害
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
障
害
者
団
体
に
対
す
る
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
調
査
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

障
害
者
団
体
か
ら
年
１
回
提
出
さ
れ

る
要
望
書
に
つ
い
て
も
関
係
部
署
に

振
り
分
け
て
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
を

と
る
等
、
施
策
に
反
映
で
き
る
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

障
害
者
の
専
用
施
設
で
あ
る
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
事
業
、

機
能
訓
練
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
等
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

で
は
、
障
害
種
別
の
異
な
る
様
々
な

グ
ル
ー
プ
が
協
力
し
て
活
動
を
進
め
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て
お
り
、
本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
市
民
と
と
も
に
つ

く
る
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
人
口
約
８
万
人
、

面
積　

・　

平
方
キ
ロ
。

32

74

　

城
陽
市
で
は
、
市
内
の
小
学
校
区

単
位
で
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
城
陽
」
を

組
織
し
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

担
い
手
は
食
生
活
改
善
推
進
員
で
、

こ
れ
は
本
市
の
健
母
の
会
に
当
た
る

も
の
で
す
。
市
の
保
健
師
が
地
域
に

入
り
、
密
接
な
協
力
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
各
校
区
で
健
康
教
室
を
年

間　

回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

10
の
活
動
の
土
台
に
は
地
域
に
お
け
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
人
間
相
互

の
信
頼
関
係
が
健
康
づ
く
り
の
大
き

な
要
素
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。
地
域
で
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
で
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

地
域
で
互
い
の
つ
な
が
り
を
深
め

な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

こ
と
は
ま
さ
に
今
日
の
要
請
に
こ
た

え
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

10

12

14

で
、
茨
城
県
守
谷
市
、
埼
玉
県
川
口

市
、
千
葉
県
松
戸
市
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

�
�
�
で
は
、「
上
下
水
道
の
組

織
統
合
及
び
料
金
体
系
」
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
守
谷
市
は
、

人
口
約
６
万
１
千
人
、
面
積　

・　
35

63

平
方
キ
ロ
。

　

三
方
を
利
根
川
、
鬼
怒
川
、
小
貝

川
に
囲
ま
れ
た
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
首
都
圏
に
隣
接

し
、
東
京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、
茨
城
県
の
玄

関
口
と
し
て
、
ま
た
、
常
総
地
域
の

中
心
都
市
と
し
て
年
々
発
展
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
織
の
統
合
に
よ
る
効
果
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
や
、
上
下
水
道

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
使
用
、
休
止

等
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
料
金

体
系
も
見
直
し
た
り
、
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
ク
レ
ー
ム
処
理
の
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
小
郡
市
に
お
き

ま
し
て
も
、
今
後
と
も
十
分
な
調
査
研

究
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
レ
ジ
袋
削
減
条

例
」に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

川
口
市
は
、
人
口
約　

万
人
、
面
積

52

　

・　

平
方
キ
ロ
。

55

75

　

埼
玉
県
の
南
端
に
位
置
し
、
荒
川

を
隔
て
て
東
京
に
接
し
て
お
り
、
江

戸
時
代
か
ら
鋳
物
産
業
や
植
木
生
産
、

釣
り
竿
等
の
製
造
業
が
発
達
し
た
所

で
あ
り
、
現
在
は
高
層
建
築
物
が
多

く
な
り
、
住
民
の
４
人
に
一
人
が
マ

ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い

る
人
口
密
集
地
域
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

川
口
市
で
は
、
埼
玉
県
下
レ
ジ
袋

有
料
実
験
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
レ
ジ
袋
削
減
条
例
を
策
定

し
、
３
Ｒ
推
進
に
よ
る
ご
み
焼
却
量

の
減
少
を
目
指
し
、
レ
ジ
袋
有
料
化

ア
ン
ケ
ー
ト
や
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
の
前
準
備
を
行
っ
た
上

で
、
化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減
、
地

球
温
暖
化
防
止
、
レ
ジ
袋
削
減
、
廃

棄
物
環
境
ご
み
ゼ
ロ
の
社
会
形
成
に

寄
与
す
る
市
民
意
識
の
転
換
や
改
革

に
取
り
組
ま
れ
て
い
て
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

�
�
�
で
は
、「
商
業
振
興
条
例
」

に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
戸
市
は
、
人
口
約　

万
人
、
面

49

積　

・　

平
方
キ
ロ
。

61

33

　

千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東

京
の
発
展
に
伴
い
、
衛
星
的
機
能
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
都
心
へ
の
通
勤

時
間
が　

分
程
度
と
地
理
的
条
件
に

40

も
恵
ま
れ
、
毎
年
１
万
３
千
人
以
上

の
人
口
増
加
を
記
録
し
て
い
ま
し
た

が
、近
年
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
為
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
強
化

に
努
め
る
よ
う
商
業
振
興
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

松
戸
市
の
商
店
街
も
、
商
店
主
の

高
齢
化
や
後
継
者
難
な
ど
に
よ
り
、

商
店
会
の
組
織
力
も
弱
ま
り
、
商
店

活
動
の
停
滞
を
招
い
て
い
る
状
況
で

し
た
が
、
商
業
活
性
化
に
向
け
た
連
携

と
し
て
、
行
政
、
経
済
団
体
、
商
工
会
、

事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
条
例

に
謳
い
込
み
、
チ
ェ
ー
ン
店
や
大
型
店

も
巻
き
込
み
、
全
体
で
商
工
振
興
に
取

り
組
ま
れ
て
い
て
、
小
郡
市
に
お
い

て
も
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
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